
奈良県における女性活躍推進の取組について
　奈良県女性活躍推進課長より、県の取組紹介と、出席された女性のみなさんへのメッセージをいただきました。

　奈良県は全国一女性の就業率が低い県ですが、最近は就業率が大きく上昇しています。
　県内企業・事業所に会員登録していただき、女性が活躍できる奈良県をともに作って
いくことを目指す「なら女性活躍推進倶楽部」を平成２９年１２月１９日に設立しまし
た。みなさんが将来仕事と家庭をうまく両立させながら働き続けて活躍できるようにす
るための取組を県はしっかり進めていきますので、ぜひ「自分の進みたい道」を決めて
活躍していただきたいと思っています。
　社会が女性に求める期待感は大きくなってきており、「自分がこれをしたい。」という
気持ちをしっかり持てば、「ぜひ、やってください。」と言われる状況になりつつあります。
まだまだ働き続けにくいという状況はありますが、労働力不足に対応するために、女性
が働きやすい環境へと確実に変わってくると思っています。
　「きっかけ」は心が動くということを伴います。待っていても何も起きません。
　将来、「やりがい」、「達成感」を自分がしっかり持てるかよく考え、「きっかけ」に向
け能動的な行動に結びつけてください。

　「なら女性活躍推進倶楽部」は、県内企業・事業所に会員登録いただき、行政・関係団体等とともに、
男性も女性も働きがいを感じ、いきいきと働き続けることができる職場づくりに取り組んでいきます。
　企業・事業所等のご意見をいただきながら、会員同士で行う交流会や女性活躍推進に
取り組むためのセミナー等を企画・実行し、女性人材の確保・定着をサポートします。
　http://www.pref.nara.jp/49126.htm　
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奈良県女性活躍推進課
金剛課長

女性の年齢階級別就業率 女性（20～64歳）の
就業率の伸びの順位
〈全国上位５位〉

　Ｈ２７年の「２０～６４歳女性」の就業率は６２．８％（全国６９．２％）で依然全国最下位だが、過去５年間の伸び６．３
ポイントは全国１位（全国 ４．８ポイント）。女性の年齢階級別就業率（Ｍ字カーブ）は、全国ではＭ字の窪みの底上げが進み、
台形に近づいている（３０代後半でも７０％を上回っている）。

（一社）奈良県建設業協会、（一社）奈良県空調衛生工業協会、（一社）奈良電業協会が支援団体として、会員企業・事業所の女性活
躍に向けた取組を支援しており、県内建設業界の事業所も会員登録しています。

30代後半のM字の窪み
の落差は全国2位



奈良県県土マネジメント部　建設業・契約管理課
〒630-8501　奈良市登大路町30　  TEL：0742-27-5429　  FAX：0742-27-5313
http://www.pref.nara.jp/4143.htm 平成３０年２月発行

　国では、女性の活躍を推進するため、その前提となるワーク・ライフ・バランスの実現等に向けて、公共調達及
び補助金の分野において、企業のポジティブ・アクション

＊
等を推進することを目的として、平成28年３月 22日

に「女性の活躍推進に向けた公共調達及び補助金の活用に関する取組指針」を策定し、取組が開始されています。

建設業界における女性の活躍を推進するための奈良県の取組

公共事業における女性技術者の活躍推進

建設現場における「快適トイレ
＊

」の導入

奈良県の入札参加資格を持つ土木一式
工事A及び B等級企業の土木技術者
のうち、約１５．１％が女性技術者。

建設現場における仮設トイレについては、一般的に和式トイレが利用されてい
ますが、快適な仮設トイレの設置を進め、建設現場を男女ともに働きやすい環
境とする取組を行っています。
「快適トイレ」を設置した場合、「仮設トイレ（和式）」との差額分を別途共通仮設費に積み上げて計上します。

＊ ［快適トイレ］：洋式トイレのうち、防臭対策・施錠の強化などが実施された、女性にも利用しやすい仮設トイレのこと。

奈良県が発注する公共事業における新たな取組として、平成２８年度より、土木工事の総合評価落札方式
＊
にお

いて、女性技術者の配置を加点評価する「女性チャレンジ評価型」入札方式の試行を開始し、女性技術者の活
躍の場の拡大に向けた取組を進めています。

＊ ［総合評価落札方式］：「価格」と「価格以外の要素」を総合的に評価し、最も評価値の高い者を落札者として決定する方式
のこと。

＊［ポジティブ・アクション］：男女労働者の差を解消するために個々の企業が行う自主的かつ積極的な取組のこと。

➡

男性技術者男性技術者
2,721人（約84.9%）2,721人（約84.9%）

女性技術者
483人（約15.1%）

土木一式A及びB等級企業の全土木技術者 (3,204 人 )
のうち女性技術者の占める割合（平成29年 3月現在）

　ほかにも建設業での女性活躍を推進する様々な取組が国や関係団体等で実施されており、
HP等で紹介されています。

建設産業戦略的広報推進協議会
建設業女性の活躍応援ケースブック

（一財）建設物価調査会
チームひまわり

（一社）日本建設業連合会
けんせつ小町
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